
 

 

A  

 
 

 

 

 

BHT ﾃﾞｰﾀ受信簡易ｻｰﾊﾞｰ 

取扱説明書  第８版 

 

 

 

 

 

２０１６年 ８月 １８日 

コンピュータ・アシスト株式会社 



 

 

B  

 
目次 

１ 動作環境 .............................................................. 1 

２ 機能 .................................................................. 1 

３ プログラムのインストール .............................................. 2 

３－１ サーバープログラムのインストール ............................... 2 

３－２ ＢＨＴ－５００プログラムのインストール ......................... 4 

３－３ ＢＨＴ－６００プログラムのインストール ......................... 7 

３－４ ＢＨＴ－８００プログラムのインストール ........................ 10 

３－５ ＢＨＴ－９００プログラムのインストール ........................ 13 

３－６ ＢＨＴ－１３００プログラムのインストール ...................... 16 

４ サーバープログラムの起動 ............................................. 19 

４－１ 固定長ﾃﾞｰﾀ，ｶﾝﾏ区切りﾃﾞｰﾀ，ｶﾝﾏ区切り(項目ﾃﾞｰﾀを”で括る)の場合 . 20 

４－２ Ａｃｃｅｓｓデータの場合 ...................................... 21 

４－３ 通信のスタート，ストップ ...................................... 22 

５ 保存データ ........................................................... 23 

６ 通信履歴情報ファイル ................................................. 24 

７ ＨＴプログラムの設定 ................................................. 25 

７－１ ＢＨＴ－５００ ................................................ 25 

７－２ ＢＨＴ－６００ ................................................ 32 

７－３ ＢＨＴ－８００ ................................................ 39 

７－４ ＢＨＴ－９００ ................................................ 46 

７－５ ＢＨＴ－１３００ .............................................. 49 

８ 通信操作 ............................................................. 56 

８－１ ＢＨＴ－５００ ................................................ 56 

８－２ ＢＨＴ－６００ ................................................ 60 

８－３ ＢＨＴ－８００ ................................................ 64 



 

 

C  

 
８－４ ＢＨＴ－９００ ................................................ 68 

８－５ ＢＨＴ－１３００ .............................................. 71 



 

 

1  

 １ 動作環境 
        １）インターフェース  Ｅｔｈｅｒｎｅｔ ＬＡＮ Ｉ／Ｆ 

        ２）ＯＳ              Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａ／７(３２／６４ｂｉｔ)  

／８(３２／６４ｂｉｔ) ／８．１(３２／６４ｂｉｔ) ／１０(３２／６４ｂｉｔ) 

        ３）必要なプログラム  Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ ．ＮＥＴ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ ４．０ 

      アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－５００／ＢＨＴ－６００／ＢＨＴ－８００／ＢＨＴ－９００ 

                                                    ／ＢＨＴ－１３００ 

 

２ 機能 
    ＬＡＮ－ＣＵまたは無線ＬＡＮを使用して収集したデータを受信します。４種類のデータ形式（固定長，カンマ区切り， 

   ｶﾝﾏ区切り項目ﾃﾞｰﾀを”で括る，Ａｃｃｅｓｓテーブル）で受信データを保存します。同時接続は最大５台です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BHTﾃﾞｰﾀ受信簡易ｻｰﾊﾞｰ 
for Windows Vista/7(32/64bit) /8(32/64bit)  

/8.1(32/64bit) /10(32/64bit) 
 
 
 

データファイル データファイル データファイル 

10baseT HUB 

同時接続最大５台 

ＬＡＮ-ＣＵ 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 

無線ＬＡＮ11b/g 

ＬＡＮ-ＣＵ 無線ＬＡＮ対応製品 
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３ プログラムのインストール 

コンピュータ管理者のアカウントでログオンして、ＣＤドライブにプログラムＣＤを挿入してください。自動的にインストール 

プログラムが起動します。 

自動的にインストールプログラムが起動しない場合は、［スタート］－［ファイル名を指定して実行］を選択し［参照]ボタンを 

  クリックして、プログラムＣＤの「BhtTcpComInst.exe」を選択し、［ＯＫ］ボタンをクリックしてインストールプログラムを実行 

してください。 

 

 

  ３－１ サーバープログラムのインストール 

 

      ■「ＢＨＴデータ受信簡易サーバー」のインストール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
[同意する]をﾁｪｯｸ 
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  ３－２ ＢＨＴ－５００プログラムのインストール 
      １)「アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－５００マネージャー」プログラムを起動して、アドイン通信プログラム「Ｔｃｐ５００．  
        ＰＤ４」をダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［アドインプログラム転送］ 

ボタンをクリックしてください。 

Tcp500.PD4を選択して、 

［開く］ボタンを 

クリックしてください。 
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      ２）業務設定にアドイン通信プログラムに「Tcp500.PD4」を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンディターミナルは「サブメニュー」-「9.ファイル受信」を実行し、

通信ポートを選択して通信ユニットにセット 

アドイン通信プログラムにＴＣＰ５００．ＰＤ４ 
を設定してください。 

ＴＣＰ５００．ＰＤ４を選択してください。 
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      ３）業務設定に通信設定としてアドイン業務プログラムを下図のように追加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）設定した業務設定をＢＨＴ－５００にダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

動作モード：  アドイン業務プロクラム 
プログラム名：  ＴＣＰ５００．ＰＤ４ 
に設定してください。 
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  ３－３ ＢＨＴ－６００プログラムのインストール 
      １)「アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－６００マネージャー」プログラムを起動して、アドイン通信プログラム「Ｔｃｐ６００．  
        ＰＤ４」をダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［アドインプログラム転送］ 

ボタンをクリックしてください。 

Tcp600.PD4を選択して、 

［開く］ボタンを 

クリックしてください。 
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      ２）業務設定にアドイン通信プログラムに「Tcp600.PD4」を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンディターミナルは「サブメニュー」-「9.ファイル受信」を実行し、

通信ポートを選択して通信ユニットにセット 

アドイン通信プログラムにＴＣＰ６００．ＰＤ４ 
を設定してください。 

ＴＣＰ６００．ＰＤ４を選択してください。 
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      ３）業務設定に通信設定としてアドイン業務プログラムを下図のように追加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

４）設定した業務設定をＢＨＴ－６００にダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

動作モード：  アドイン業務プロクラム 
プログラム名：  ＴＣＰ６００．ＰＤ４ 
に設定してください。 
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  ３－４ ＢＨＴ－８００プログラムのインストール 
      １)「アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－８００マネージャー」プログラムを起動して、アドイン通信プログラム「Ｔｃｐ８００．  
        ＰＤ４」をダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［アドインプログラム転送］ 

ボタンをクリックしてください。 

Tcp800.PD4を選択して、 

［開く］ボタンを 

クリックしてください。 
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      ２）業務設定にアドイン通信プログラムに「Tcp800.PD4」を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンディターミナルは「サブメニュー」-「9.ファイル受信」を実行し、

通信ポートを選択して通信ユニットにセット 

アドイン通信プログラムにＴＣＰ８００．ＰＤ４ 
を設定してください。 

ＴＣＰ８００．ＰＤ４を選択してください。 
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      ３）業務設定に通信設定としてアドイン業務プログラムを下図のように追加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）設定した業務設定をＢＨＴ－８００にダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

動作モード：  アドイン業務プロクラム 
プログラム名：  ＴＣＰ８００．ＰＤ４ 
に設定してください。 
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  ３－５ ＢＨＴ－９００プログラムのインストール 
      １)「アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－９００マネージャー」プログラムを起動して、アドイン通信プログラム「Ｔｃｐ９００．  
        ＰＤ４」をダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［アドインプログラム転送］ 

ボタンをクリックしてください。 

Tcp900.PD4を選択して、 

［開く］ボタンを 

クリックしてください。 
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      ２）業務設定にアドイン通信プログラムに「Tcp900.PD4」を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンディターミナルは「サブメニュー」-「9.ファイル受信」を実行し、

通信ポートを選択して通信ユニットにセット 

アドイン通信プログラムにＴＣＰ９００．ＰＤ４ 
を設定してください。 

ＴＣＰ９００．ＰＤ４を選択してください。 
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      ３）業務設定に通信設定としてアドイン業務プログラムを下図のように追加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）設定した業務設定をＢＨＴ－９００にダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

動作モード：  アドイン業務プロクラム 
プログラム名：  ＴＣＰ９００．ＰＤ４ 
に設定してください。 
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  ３－６ ＢＨＴ－１３００プログラムのインストール 
      １)「アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－１３００マネージャー」プログラムを起動して、アドイン通信プログラム「Ｔｃｐ１３００．  
        ＰＤ４」をダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［アドインプログラム転送］ 

ボタンをクリックしてください。 

Tcp1300.PD4 を選択して、 

［開く］ボタンを 

クリックしてください。 
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      ２）業務設定にアドイン通信プログラムに「Tcp1300.PD4」を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アドイン通信プログラムに 
ＴＣＰ１３００．ＰＤ４ 
を設定してください。 

ＴＣＰ１３００．ＰＤ４を 
選択してください。 

ハンディターミナルは 
「サブメニュー」-「9.ファイル受信」 
を実行し、通信ポートを選択して通信 
ユニットにセット 
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      ３）業務設定に通信設定としてアドイン業務プログラムを下図のように追加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）設定した業務設定をＢＨＴ－８００にダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

動作モード：  アドイン業務プロクラム 
プログラム名：  ＴＣＰ１３００．ＰＤ４ 
に設定してください。 
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４ サーバープログラムの起動 

      デスクトップ上のショートカットをダブルクリックするか、［スタート］ボタンから［スタート］→［すべてのプログラム］ 

  →［アシストパック］→［ＢＨＴデータ受信簡易サーバー］とクリックして起動します。 

 

 

  デスクトップ上のショートカットアイコン： 

 

 

    ［スタート］ボタンから： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スタート   ：通信を開始します。 

 ストップ   ：通信を停止します。 

   終了     ：プログラムを終了します。 

項目 説明 

ＩＰアドレス BHT データ受信簡易サーバーで使用するＩＰアドレスで
す。複数の LAN I/Fがある場合は、使用するＩＰアドレス
を選択してください。 

ポート番号 BHT データ受信簡易サーバーで使用するポート番号で
す。初期値は２００００です。他のプログラムが使用して
いたら変更してください。 

保存データ形式 「固定長データ」，｢カンマ区切りデータ｣また「カンマ区
切り（項目データを“で括る）」，「Access ﾃデータ」か
ら選択してください。 

保存フォルダー 送信したデータを保存するフォルダーを設定してくださ
い。 

作業フォルダー 一時ファイルと通信履歴ファイルを保存するフォルダー
を設定してください。 

 

ここをクリック 
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  ４－１ 固定長ﾃﾞｰﾀ，ｶﾝﾏ区切りﾃﾞｰﾀ，ｶﾝﾏ区切り(項目ﾃﾞｰﾀを”で括る)の場合 

        1）固定長データ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
        ２）カンマ区切りデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
        ２）カンマ区切り（項目データを“で括る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存データ形式に固定長データを選択して、受信するデータの 
保存フォルダーを設定してください。 

保存データ形式にカンマ区切りデータを選択して、受信するデータ 
の保存フォルダーを設定してください。 

保存データ形式にカンマ区切り（項目データを“で括る）を選択し
て、受信するデータの保存フォルダーを設定してください。 
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  ４－２ Ａｃｃｅｓｓデータの場合 

        予めデータを保存する Accessテーブルを作成する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存ﾃﾞｰﾀ形式に Access ﾃﾞｰﾀを選択して、 
保存ﾃﾞｰﾀｿｰｽに Access ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを設定 
してください。 

追加ﾎﾞﾀﾝ 

をｸﾘｯｸ 

設定ﾎﾞﾀﾝ 

をｸﾘｯｸ 

登録ﾎﾞﾀﾝ 

をｸﾘｯｸ 

編集ﾎﾞﾀﾝ 

をｸﾘｯｸ 

BHT ﾌｧｲﾙ,BHT ﾌｨｰﾙﾄﾞ数を入力して、ﾃﾞｰﾀを保存する保存ﾃｰﾌﾞﾙ 
をｸﾘｯｸし、対応ﾌｨｰﾙﾄﾞを設定してください。 

設定ﾃﾞｰﾀの編集：設定ﾃﾞｰﾀをｸﾘｯｸして選択し、 
編集ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ 

設定ﾃﾞｰﾀを削除：削除する設定ﾃﾞｰﾀをｸﾘｯｸして 
選択し、削除ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ 
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  ４－３ 通信のスタート，ストップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[スタート]ボタン 

をクリック 

通信がすべて終了 

通信中の場合は通信終了を待ちます 

[ストップ]ボタン 

をクリック 

データ受信待ち状態 

通信停止状態 

通信中に[ストップ] 

ボタンをクリック 
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５ 保存データ 
      ハンディターミナル内のファイル名に「ＹＹＭＭＤＤ」があると、ＹＹＭＭＤＤの位置に日付をいれて受信データのファイル名 
    にします。 
 
 
 
 
 
 
      処理日：１０桁   棚 No：６桁   ＪＡＮコード：１３桁   数量：６桁（符号付）と設定した場合の「固定長データ」，「カンマ 
    区切りデータ」，「カンマ区切り（データ項目を“で括る）」の保存データは下記のようになります。 
 
  ① 固定長データ形式 
              処理日           棚Ｎｏ          ＪＡＮコード          数量 
                    ｜          ｜                         | 
 ２００８／１０／０１０００００１４９０１７８０３３１２０８＋０００００１ 
 ２００８／１０／０１０００００１４９０１７８０３３１２０８＋０００００１ 
     ・ 
     ・ 
     ・ 
 ２００８／１０／０１０００００１４９０２０１１６００２０９＋０００００１０ 
 
  ② カンマ区切りデータ形式 
              処理日            棚Ｎｏ            ＪＡＮコード             数量 
                     ｜            ｜                           | 
 ２００８／１０／０１, ０００００１，４９０１７８０３３１２０８,＋０００００１ 
 ２００８／１０／０１, ０００００１，４９０１７８０３３１２０８,＋０００００１ 
     ・ 
     ・ 
     ・ 
 ２００８／１０／０１, ０００００１，４９０２０１１６００２０９,＋０００００１ 
 
 

例）2011/01/01に受信した場合 
TAYYMMDD.TXT  ⇒ TA110101.TXT 
YYMMDD.CSV    ⇒ 110101.CSV 
YYMMDDAB.DAT  ⇒ 110101AB.DAT 
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   ② カンマ区切り（データ項目を“で括る）データ形式 
               処理日             棚Ｎｏ             ＪＡＮコード             数量 
                       ｜             ｜                            | 
 “２００８／１０／０１”, “０００００１”，”４９０１７８０３３１２０８”,”＋０００００１” 
 ”２００８／１０／０１”, “０００００１”，”４９０１７８０３３１２０８”,”＋０００００１” 
     ・ 
     ・ 
     ・ 
 ”２００８／１０／０１”, “０００００１”，”４９０２０１１６００２０９”,”＋０００００１” 
 
 

６ 通信履歴情報ファイル 
      通信履歴情報を作業フォルダーに次のファイル名で保存します。 
       ファイル名：ＢｈｔＴｃｐＹＹＹＹ－ＭＭ－ＤＤ．ｌｏｇ  （ ＹＹＹＹ：西暦年   ＭＭ：月   ＤＤ：日 ） 

 

      通信中はデータを一時ファイルに保存し、受信終了後に保存フォルダーの保存ファイルにデータをコピーします。正常に終了 

    した場合、一時ファイルを削除しますが、データ保存に失敗した場合は、一時ファイルを削除しないで保存します。ＨＴからデータ 

  送信を正常終了したのにデータ保存失敗した場合は、この一時ファイルに保存されています。 

 

      保存データ内容 

 

        日付       時刻       HtNo  BHT ﾌｧｲﾙ        状態                一時ﾌｧｲﾙ 

        ------------------------------------------------------------------------------ 

        2008/10/01 1:05:45    0001  TANA.TXT       ﾃﾞｰﾀ受信            Tmp01.txt       

        2008/10/01 1:05:45    0001  TANA.TXT       ﾃﾞｰﾀ保存                            

        2008/10/01 1:13:33    0002  TANA.TXT       ﾃﾞｰﾀ受信            Tmp02.txt       

        2008/10/01 1:13:33    0002  TANA.TXT       ﾃﾞｰﾀ保存                            

        2008/10/01 1:23:10    0003  TANA.TXT       ﾃﾞｰﾀ受信失敗                        

        2008/10/01 1:25:01    0002  TANA.TXT       ﾃﾞｰﾀ受信            Tmp04.txt       

        2008/10/01 1:25:01    0002  TANA.TXT       ﾃﾞｰﾀ保存失敗                        
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７ ＨＴプログラムの設定 

 

  ７－１ ＢＨＴ－５００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      １）サーバー設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ２実行 

▲ ,▼：項目移動 

   ， ：データ選択 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  確定 ：編集したデータを確定して戻ります。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

 業務メニュー ▲ 

F1 F2 M2 

3.TCP通信設定 

 
 
 1.棚卸 
 2.データ送信 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 Ver   送    実行 

設定により LAN-CU， 
無線 11b，無線 11g
のいずれかを表示
します。 

設定メニュー 
******* 

 
 
 
 
 2.通信設定 
 3.接続テスト 
 4.無線状態検査 
 
 
 
 
 
     終了     実行 

1.サーバー設定 

Ｍ１ Ｍ２ 

入力項目 説明 

ｻｰﾊﾞｰ IP ｱﾄﾞﾚｽ サーバーのＩＰアドレスを入力してください。 

ポート番号 サーバーで設定したポート番号を入力してください。 

データ保存 データの上書き保存または追加保存を選択してください。 

 

ｻｰﾊﾞｰ IP ｱﾄﾞﾚｽ 
サーバー設定  

 
 192.168.  0.100 
ﾎﾟｰﾄ番号 
           20000 
ﾃﾞｰﾀ保存 
            追加 
 
 
 
 
 
     取消      確定 

上書き 

Ｍ１ Ｍ２ 
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      ２）通信設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 説明 

HT-IP ｱﾄﾞﾚｽ ＨＴのＩＰアドレスを入力してください。他のＨＴのＩＰアドレスと重複

しないネットワーク上でユニークなアドレスを設定してください。 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 使用するネットワークのサブネットマスクを入力します。 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ デフォルトゲートウェイのＩＰアドレスを入力します。ゲートウェイがな

い場合は、0.0.0.0 を設定してください。 

通信ﾎﾟｰﾄ選択 ＬＡＮ－ＣＵまたは無線ＬＡＮを選択します。 

 

Ｍ２次へ 

通信ﾎﾟｰﾄ選択を[LAN-CU]に設定 

した場合は LAN-CU通信設定画面へ、 

[無線 LAN]に設定した場合は 

無線 LAN通信設定画面へ移ります。 

▲ ,▼：項目移動 

   ， ：データ選択 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  次へ ：次の入力項目に移動します。 

通信設定 
HT-IP ｱﾄﾞﾚｽ 
 
 
 192.168.  0. 10 
ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 
 255.255.255.  0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ 
   0.  0.  0.  0 
通信ﾎﾟｰﾄ選択 
         無線 LAN 
 
 
 
     取消     次へ Ｍ１ Ｍ２ 

LAN-CU 
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         ① ＬＡＮ－ＣＵ（ＣＵ－５１１）の通信設定 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

▲ ,▼：項目移動 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  確定 ：編集中のデータを確定して保存します。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

入力項目 説明 

ﾘﾝｸ確立再送回数 ０～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ確立再送間隔 １～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放再送回数 ０～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放再送間隔 １～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放時間 ０～３２７６７（デフォルト値３０） 

 

LAN-CU通信設定 
ﾘﾝｸ確立再送回数 
 
 
               5 
ﾘﾝｸ確立再送間隔 
               5 
ﾘﾝｸ開放再送回数 
                    5 
ﾘﾝｸ開放再送間隔 
               5 
ﾘﾝｸ開放時間 
              30 
 
     取消     確定 Ｍ１ Ｍ２ 
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         ② 無線ＬＡＮの通信設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

入力項目 説明 

無線方式 使用する無線通信方式を、11ｂ,11ｇ から選択します。 

ＳＳＩＤ ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄと同じ SSIDを設定してください。（英数字２０文字） 

使用する WEP ｷｰ ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄと同じ WEP ｷｰになるように WEP ｷｰ 1～WEP ｷｰ 4から選択してください 

WEP ｷｰ 1 ～ 

WEP ｷｰ 4  

６４ｂｉｔの場合は、暗号化キーを数字１０文字を設定してください。 

１２８ｂｉｔの場合は、暗号化キーを数字２６文字を設定してください。 

設定されている WEP ｷｰを変更する場合のみ入力してください。 

設定済み WEP ｷｰは表示しませんので注意してください。 

アクセスポイントのＷＥＰキーは１６進数で設定してください。 

アクセスポイントのＷＥＰキーと一致しないとＬＡＮに接続しませんので注意してください！！。 

省電力ﾓｰﾄﾞ 省電力ﾓｰﾄの ON/OFF を選択します。 

 

▲ ,▼：項目移動 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  確定 ：編集中のデータを確定して保存します。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

WEP ｷｰ* 64bit 

WEP ｷｰ* 128bit 

ＷＥＰキー ６４ｂｉｔ／１２８ｂｉｔの選択 
ＷＥＰキー項目を選択して、 
     ：                  を表示して 
        ＷＥＰキー６４ｂｉｔの入力になります。 
     ：                  を表示して 
        ＷＥＰキー１２８ｂｉｔの入力になります。 

無線 LAN通信設定 
WEP ｷｰ 1 64bit 
 
 
･･････････ 
WEP ｷｰ 2 128bit 
**************** 
WEP ｷｰ 3 64bit 
      ********** 
WEP ｷｰ 4 128bit 
**************** 
省電力ﾓｰﾄﾞ 
            OFF 
 
     取消     確定 Ｍ１ Ｍ２ 

 ON 

無線方式 
無線 LAN通信設定  
 
             11g 
SSID 
          ASSIST 
使用する WEP ｷｰ 
     ｷｰ 2 ｷｰ 3 ｷｰ 4 
WEP ｷｰ 1 64bit 
      ********** 
WEP ｷｰ 2 128bit 
**************** 
 
     取消     確定 Ｍ１ Ｍ２ 

 11b 

ｷｰ 1 
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      ３）接続テスト 
 
        ① ＬＡＮ－ＣＵにおける接続テスト 
           BHTデータ受信簡易サーバーを起動してから接続テストをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ２実行 
LAN-CU 
にｾｯﾄ 

ﾃｽﾄ開始 

エラー表示 対処法 

LAN-CU 接続ｴﾗｰ LAN-CUの電源を確認 

ｻｰﾊﾞｰ IP接続ｴﾗｰ サーバーIPアドレスとポート番号設定，スイ
ッチングバブ動作，ケーブル接続を確認 

ｻｰﾊﾞｰ接続失敗 データベース検索簡易サーバーを起動し
て、サービスをスタートしてください。 

 

エラー表示画面 正常終了表示画面 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
接続ﾃｽﾄ 正常終了 
 
 
 
 
 
 
            確認 Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
 
 
 
 
 
            確認 Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
 ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ中 
 
 
 
 
 
 
    中断   LAN-CU Ｍ１ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
ＬＡＮ－ＣＵに 
ｾｯﾄしてください 
 
 
 
 
 
     戻る   LAN-CU Ｍ１ 

設定メニュー 
LAN-CU 

 
 
 
 1.サーバー設定 
 2.通信設定 
  
  

 
 
 
 
 
     終了     実行 

3.接続テスト 

Ｍ１ Ｍ２ 
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 ①  無線ＬＡＮにおける接続テスト 
 
        ■ 無線状態検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示項目 説明 

ＳＳＩＤ 無線状態を検査するＳＳＩＤを先頭

から１６文字表示します。 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ MAC

ｱﾄﾞﾚｽ 

相手のアクセスポイントのＭＡＣア

ドレスを表示します。 

受信信号強度 ０～１００ 

通信品質 通信品質を「＊」の数で表示します。

最高の表示が「＊＊＊＊」です。 

 

Ｍ２実行 

通信可能なｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄがない場合 

対処法 
・無線方式がアクセスポイントと一致しているか確認してください。 
・ＳＳＩＤの設定がアクセスポイントと一致しているか確認してください。 
・アクセスポイントの設置場所を変更してみてください。 

無線状態検査 
無線 LAN-11b 

 
 
 
 
 
   通信可能な 
  ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 
   がありません 
 
 
 
 
            確認 Ｍ２ 

無線状態検査 
無線 LAN-11b 

 
 
 
SSID 
          ASSIST 
AP-MAC ｱﾄﾞﾚｽ 
     ABCDEFGHIJKL 
受信信号強度 100 
通信品質 [ ****] 
 
 
 
            確認 Ｍ２ 

設定メニュー 
無線 LAN-11b 

 
 
 
 1.サーバー設定 
 2.通信設定 
 3.接続テスト 
  
 
 
 
 
 
     終了     実行 

4.無線状態検査 

Ｍ１ Ｍ２ 



 

 

31  

         ■ 接続テスト 
           BHTデータ受信簡易サーバーを起動してから接続テストをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無線 LAN接続 Ｍ２実行 

エラー表示 対処法 

無線 LAN接続ｴﾗｰ アクセスポイントの無線方式，ＳＳＩＤの
設定を確認 

ｻｰﾊﾞｰ IP接続ｴﾗｰ サーバーIP アドレス設定，スイッチング
バブ動作，ケーブル接続を確認 
アクセスポイントのネットワーク設定を
確認 

ｻｰﾊﾞｰ接続失敗 データベース検索簡易サーバーを起動し
て、サービスをスタートしてください。 
ＷＥＰ設定がアクセスポイントの設定と
一致しているか確認 

 

エラー表示画面 正常終了表示画面 

設定メニュー 
無線 LAN-11b 

 
 
 
 1.サーバー設定 
 2.通信設定 
    
 4.無線状態検査 
  
 
 
 
 
     終了     実行 

3.接続テスト 

Ｍ１ Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
接続ﾃｽﾄ 正常終了 
 
 
 
 
 
 
            確認 Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
 
 
 
 
 
            確認 Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  無線ＬＡＮに 
  接続します 
 
 
 
 
 
     戻る 無線 11b Ｍ１ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
 ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ中 
 
 
 
 
 
 
    中断 無線 11b Ｍ１ 
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  ７－２ ＢＨＴ－６００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      １）サーバー設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 実行 

     業務メニュー  ▼ 

F1 F2 ○ 

3.TCP通信設定 

 
 
  1.棚卸 
  2.データ送信 
   
   
   
   
   
   
  
  
 
 Ver   ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ   実行 

設定により LAN-CU， 
無線 11b，無線 11g
のいずれかを表示
します。 

▲ ,▼：項目移動 

   ， ：データ選択 

 □  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 ○  確定 ：編集したデータを確定して戻ります。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

設定メニュー 

******* 
 
 
 
 
   2.通信設定 
   3.接続テスト 
   4.無線状態検査 
 
 
 
 
 
     終了          実行 

1.サーバー設定 

□ ○ 

入力項目 説明 

ｻｰﾊﾞｰ IP ｱﾄﾞﾚｽ サーバーのＩＰアドレスを入力してください。 

ポート番号 サーバーで設定したポート番号を入力してください。 

データ保存 データの上書き保存または追加保存を選択してください。 

 

サーバー設定 

ｻｰﾊﾞｰ IP ｱﾄﾞﾚｽ 
 
 
      192.168.  0.100 
ﾎﾟｰﾄ番号 
                20000 
ﾃﾞｰﾀ保存 
                 追加 
 
 
 
 
 
     取消          確定 

上書き 

□ ○ 
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      ２）通信設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ ,▼：項目移動 

   ， ：データ選択 

 □  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 ○  次へ ：次の入力項目に移動します。 

入力項目 説明 

HT-IP ｱﾄﾞﾚｽ ＨＴのＩＰアドレスを入力してください。他のＨＴのＩＰアドレスと重複

しないネットワーク上でユニークなアドレスを設定してください。 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 使用するネットワークのサブネットマスクを入力します。 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ デフォルトゲートウェイのＩＰアドレスを入力します。ゲートウェイがな

い場合は、0.0.0.0 を設定してください。 

通信ﾎﾟｰﾄ選択 ＬＡＮ－ＣＵまたは無線ＬＡＮを選択します。 

 

 ○ 次へ 

通信ﾎﾟｰﾄ選択を[LAN-CU]に設定 

した場合は LAN-CU通信設定画面へ、 

[無線 LAN]に設定した場合は 

無線 LAN通信設定画面へ移ります。 

通信設定 

HT-IP ｱﾄﾞﾚｽ 
 
 
        192.168.  0. 10 
ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 
      255.255.255.  0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ 
        0.  0.  0.  0 
通信ﾎﾟｰﾄ選択 
             無線 LAN 
 
 
 
     取消          次へ □ ○ 

LAN-CU 
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 ①  ＬＡＮ－ＣＵ（ＣＵ－６１１）の通信設定 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

▲ ,▼：項目移動 

 □  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 ○  確定 ：編集中のデータを確定して保存します。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

入力項目 説明 

ﾘﾝｸ確立再送回数 ０～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ確立再送間隔 １～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放再送回数 ０～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放再送間隔 １～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放時間 ０～３２７６７（デフォルト値３０） 

 

LAN-CU通信設定 

ﾘﾝｸ確立再送回数 
 
 
                    5 
ﾘﾝｸ確立再送間隔 
                    5 
ﾘﾝｸ開放再送回数 
                          5 
ﾘﾝｸ開放再送間隔 
                    5 
ﾘﾝｸ開放時間 
                   30 
 
     取消        確定 □ ○ 
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         ② 無線ＬＡＮの通信設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

入力項目 説明 

無線方式 使用する無線通信方式を、11ｂ,11ｇ から選択します。 

ＳＳＩＤ ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄと同じ SSIDを設定してください。（英数字２０文字） 

使用する WEP ｷｰ ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄと同じ WEP ｷｰになるように WEP ｷｰ 1～WEP ｷｰ 4から選択してください 

WEP ｷｰ 1 ～ 

WEP ｷｰ 4  

６４ｂｉｔの場合は、暗号化キーを数字１０文字を設定してください。 

１２８ｂｉｔの場合は、暗号化キーを数字２６文字を設定してください。 

設定されている WEP ｷｰを変更する場合のみ入力してください。 

設定済み WEP ｷｰは表示しませんので注意してください。 

アクセスポイントのＷＥＰキーは１６進数で設定してください。 

アクセスポイントのＷＥＰキーと一致しないとＬＡＮに接続しませんので注意してください！！。 

省電力ﾓｰﾄﾞ 省電力ﾓｰﾄの ON/OFF を選択します。 

 

▲ ,▼：項目移動 

 □  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 ○  確定 ：編集中のデータを確定して保存します。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

WEP ｷｰ* 64bit 

WEP ｷｰ* 128bit 

ＷＥＰキー ６４ｂｉｔ／１２８ｂｉｔの選択 
ＷＥＰキー項目を選択して、 
     ：                      を表示して 
        ＷＥＰキー６４ｂｉｔの入力になります。 
     ：                      を表示して 
        ＷＥＰキー１２８ｂｉｔの入力になります。 

無線方式 

無線 LAN通信設定  
 
                 11g 
SSID 
               ASSIST 
使用する WEP ｷｰ 
        ｷｰ 2 ｷｰ 3 ｷｰ 4 
WEP ｷｰ 1 64bit 
           ********** 
WEP ｷｰ 2 128bit 
******************** 
 
     取消          確定 □ ○ 

 11b 

ｷｰ 1 

無線 LAN通信設定 

WEP ｷｰ 1 64bit 
 
 
･･････････ 
WEP ｷｰ 2 128bit 
******************** 
WEP ｷｰ 3 64bit 
           ********** 
WEP ｷｰ 4 128bit 
 ******************** 
省電力ﾓｰﾄﾞ 
                 OFF 
 
     取消          確定 □ ○ 

 ON 
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      ３）接続テスト 
 
        ① ＬＡＮ－ＣＵにおける接続テスト 
           BHTデータ受信簡易サーバーを起動してから接続テストをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 実行 
LAN-CU 
にｾｯﾄ 

ﾃｽﾄ開始 

エラー表示 対処法 

LAN-CU 接続ｴﾗｰ LAN-CUの電源を確認 

ｻｰﾊﾞｰ IP接続ｴﾗｰ サーバーIPアドレスとポート番号設定，スイ
ッチングバブ動作，ケーブル接続を確認 

ｻｰﾊﾞｰ接続失敗 データベース検索簡易サーバーを起動し
て、サービスをスタートしてください。 

 

エラー表示画面 正常終了表示画面 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  接続ﾃｽﾄ 正常終了 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

設定メニュー 

LAN-CU 
 
 
 
   1.サーバー設定 
   2.通信設定 
    
  

 
 
 
 
 
     終了          実行 

3.接続テスト 

□ ○ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
 
 
 
     戻る       LAN-CU □ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
   ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ中 
 
 
 
 
 
 
    中断       LAN-CU □ 
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 ②  無線ＬＡＮにおける接続テスト 
 
        ■ 無線状態検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示項目 説明 

ＳＳＩＤ 無線状態を検査するＳＳＩＤを先頭

から１６文字表示します。 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ MAC

ｱﾄﾞﾚｽ 

相手のアクセスポイントのＭＡＣア

ドレスを表示します。 

受信信号強度 ０～１００ 

通信品質 通信品質を「＊」の数で表示します。

最高の表示が「＊＊＊＊」です。 

 

 ○ 実行 

通信可能なｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄがない場合 

対処法 
・無線方式がアクセスポイントと一致しているか確認してください。 
・ＳＳＩＤの設定がアクセスポイントと一致しているか確認してください。 
・アクセスポイントの設置場所を変更してみてください。 

無線状態検査 

無線 LAN-11b 
 
 
 
 
 
 
 通信可能なｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 
 がありません 
 
   
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

無線状態検査 

無線 LAN-11b 
 
 
 
SSID 
               ASSIST 
AP-MAC ｱﾄﾞﾚｽ 
         ABCDEFGHIJKL 
受信信号強度      100 
通信品質      [ ****] 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

無線 LAN-11b 

設定メニュー  
 
 
   1.サーバー設定 
   2.通信設定 
   3.接続テスト 
  
 
 
 
 
 
     終了          実行 

4.無線状態検査 

□ ○ 
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         ■ 接続テスト 
           BHTデータ受信簡易サーバーを起動してから接続テストをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無線 LAN接続  ○ 実行 

エラー表示 対処法 

無線 LAN接続ｴﾗｰ アクセスポイントの無線方式，ＳＳＩＤの
設定を確認 

ｻｰﾊﾞｰ IP接続ｴﾗｰ サーバーIP アドレス設定，スイッチング
バブ動作，ケーブル接続を確認 
アクセスポイントのネットワーク設定を
確認 

ｻｰﾊﾞｰ接続失敗 データベース検索簡易サーバーを起動し
て、サービスをスタートしてください。 
ＷＥＰ設定がアクセスポイントの設定と
一致しているか確認 

 

エラー表示画面 正常終了表示画面 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  接続ﾃｽﾄ 正常終了 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

無線 LAN-11b 

設定メニュー  
 
 
   1.サーバー設定 
   2.通信設定 
    
   4.無線状態検査 
  
 
 
 
 
     終了          実行 

3.接続テスト 

□ ○ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
    無線ＬＡＮに 
    接続します 
 
 
 
 
 
     戻る     無線 11b □ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
   ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ中 
 
 
 
 
 
 
    中断     無線 11b □ 
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  ７－３ ＢＨＴ－８００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      １）サーバー設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     業務メニュー  ▼ 

F1 F2 M2 

3.TCP通信設定 

 
 
  1.棚卸 
  2.データ送信 
   
   
   
   
   
   
  
  
 
 Ver   ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ   実行 

Ｍ２実行 

設定により LAN-CU， 
無線 11b，無線 11g
のいずれかを表示
します。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

▲ ,▼：項目移動 

   ， ：データ選択 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  確定 ：編集したデータを確定して戻ります。 

設定メニュー 

******* 
 
 
 
 
   2.通信設定 
   3.接続テスト 
   4.無線状態検査 
 
 
 
 
 
     終了          実行 

1.サーバー設定 

Ｍ１ Ｍ２ 

入力項目 説明 

ｻｰﾊﾞｰ IP ｱﾄﾞﾚｽ サーバーのＩＰアドレスを入力してください。 

ポート番号 サーバーで設定したポート番号を入力してください。 

データ保存 データの上書き保存または追加保存を選択してください。 

 

サーバー設定 

ｻｰﾊﾞｰ IP ｱﾄﾞﾚｽ 
 
 
      192.168.  0.100 
ﾎﾟｰﾄ番号 
                20000 
ﾃﾞｰﾀ保存 
                 追加 
 
 
 
 
 
     取消          確定 

上書き 

Ｍ１ Ｍ２ 
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      ２）通信設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 説明 

HT-IP ｱﾄﾞﾚｽ ＨＴのＩＰアドレスを入力してください。他のＨＴのＩＰアドレスと重複

しないネットワーク上でユニークなアドレスを設定してください。 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 使用するネットワークのサブネットマスクを入力します。 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ デフォルトゲートウェイのＩＰアドレスを入力します。ゲートウェイがな

い場合は、0.0.0.0 を設定してください。 

通信ﾎﾟｰﾄ選択 ＬＡＮ－ＣＵまたは無線ＬＡＮを選択します。 

 

Ｍ２次へ 

通信ﾎﾟｰﾄ選択を[LAN-CU]に設定 

した場合は LAN-CU通信設定画面へ、 

[無線 LAN]に設定した場合は 

無線 LAN通信設定画面へ移ります。 

▲ ,▼：項目移動 

   ， ：データ選択 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  次へ ：次の入力項目に移動します。 

HT-IP ｱﾄﾞﾚｽ 

通信設定  
 
        192.168.  0. 10 
ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 
      255.255.255.  0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ 
        0.  0.  0.  0 
通信ﾎﾟｰﾄ選択 
             無線 LAN 
 
 
 
     取消          次へ Ｍ１ Ｍ２ 

LAN-CU 
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         ① ＬＡＮ－ＣＵ（ＣＵ－８１１）の通信設定 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

▲ ,▼：項目移動 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  確定 ：編集中のデータを確定して保存します。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

入力項目 説明 

ﾘﾝｸ確立再送回数 ０～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ確立再送間隔 １～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放再送回数 ０～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放再送間隔 １～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放時間 ０～３２７６７（デフォルト値３０） 

 

ﾘﾝｸ確立再送回数 

LAN-CU通信設定  
 
                    5 
ﾘﾝｸ確立再送間隔 
                    5 
ﾘﾝｸ開放再送回数 
                          5 
ﾘﾝｸ開放再送間隔 
                    5 
ﾘﾝｸ開放時間 
                   30 
 
     取消        確定 Ｍ１ Ｍ２ 
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         ② 無線ＬＡＮの通信設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

入力項目 説明 

無線方式 使用する無線通信方式を、11ｂ,11ｇ から選択します。 

ＳＳＩＤ ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄと同じ SSIDを設定してください。（英数字２０文字） 

使用する WEP ｷｰ ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄと同じ WEP ｷｰになるように WEP ｷｰ 1～WEP ｷｰ 4から選択してください 

WEP ｷｰ 1 ～ 

WEP ｷｰ 4  

６４ｂｉｔの場合は、暗号化キーを数字１０文字を設定してください。 

１２８ｂｉｔの場合は、暗号化キーを数字２６文字を設定してください。 

設定されている WEP ｷｰを変更する場合のみ入力してください。 

設定済み WEP ｷｰは表示しませんので注意してください。 

アクセスポイントのＷＥＰキーは１６進数で設定してください。 

アクセスポイントのＷＥＰキーと一致しないとＬＡＮに接続しませんので注意してください！！。 

省電力ﾓｰﾄﾞ 省電力ﾓｰﾄの ON/OFF を選択します。 

 

▲ ,▼：項目移動 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  確定 ：編集中のデータを確定して保存します。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

WEP ｷｰ* 64bit 

WEP ｷｰ* 128bit 

ＷＥＰキー ６４ｂｉｔ／１２８ｂｉｔの選択 
ＷＥＰキー項目を選択して、 
     ：                      を表示して 
        ＷＥＰキー６４ｂｉｔの入力になります。 
     ：                      を表示して 
        ＷＥＰキー１２８ｂｉｔの入力になります。 

無線方式 

無線 LAN通信設定  
 
                 11g 
SSID 
               ASSIST 
使用する WEP ｷｰ 
        ｷｰ 2 ｷｰ 3 ｷｰ 4 
WEP ｷｰ 1 64bit 
           ********** 
WEP ｷｰ 2 128bit 
******************** 
 
     取消          確定 Ｍ１ Ｍ２ 

 11b 

ｷｰ 1 

WEP ｷｰ 1 64bit 

無線 LAN通信設定  
 
･･････････ 
WEP ｷｰ 2 128bit 
******************** 
WEP ｷｰ 3 64bit 
           ********** 
WEP ｷｰ 4 128bit 
 ******************** 
省電力ﾓｰﾄﾞ 
                 OFF 
 
     取消          確定 Ｍ１ Ｍ２ 

 ON 



 

 

43  

 
      ３）接続テスト 
 
        ① ＬＡＮ－ＣＵにおける接続テスト 
           BHTデータ受信簡易サーバーを起動してから接続テストをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ２実行 
LAN-CU 
にｾｯﾄ 

ﾃｽﾄ開始 

エラー表示 対処法 

LAN-CU接続ｴﾗｰ LAN-CUの電源を確認 

ｻｰﾊﾞｰ IP接続ｴﾗｰ サーバーIPアドレスとポート番号設定，スイ
ッチングバブ動作，ケーブル接続を確認 

ｻｰﾊﾞｰ接続失敗 データベース検索簡易サーバーを起動し
て、サービスをスタートしてください。 

 

エラー表示画面 正常終了表示画面 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  接続ﾃｽﾄ 正常終了 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

LAN-CU 

設定メニュー  
 
 
   1.サーバー設定 
   2.通信設定 
    
  

 
 
 
 
 
     終了          実行 

3.接続テスト 

Ｍ１ Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
 
 
 
     戻る       LAN-CU Ｍ１ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
   ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ中 
 
 
 
 
 
 
    中断        LANCU Ｍ１ 
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 ③  無線ＬＡＮにおける接続テスト 
 
        ■ 無線状態検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示項目 説明 

ＳＳＩＤ 無線状態を検査するＳＳＩＤを先頭

から１６文字表示します。 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ MAC

ｱﾄﾞﾚｽ 

相手のアクセスポイントのＭＡＣア

ドレスを表示します。 

受信信号強度 ０～１００ 

通信品質 通信品質を「＊」の数で表示します。

最高の表示が「＊＊＊＊」です。 

 

Ｍ２実行 

通信可能なｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄがない場合 

対処法 
・無線方式がアクセスポイントと一致しているか確認してください。 
・ＳＳＩＤの設定がアクセスポイントと一致しているか確認してください。 
・アクセスポイントの設置場所を変更してみてください。 

無線状態検査 

無線 LAN-11b 
 
 
 
SSID 
               ASSIST 
AP-MAC ｱﾄﾞﾚｽ 
         ABCDEFGHIJKL 
受信信号強度      100 
通信品質      [ ****] 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

無線状態検査 

無線 LAN-11b 
 
 
 
 
 
 
 通信可能なｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 
 がありません 
 
   
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

設定メニュー 

無線 LAN-11b 
 
 
 
   1.サーバー設定 
   2.通信設定 
   3.接続テスト 
  
 
 
 
 
 
     終了          実行 

4.無線状態検査 

Ｍ１ Ｍ２ 
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         ■ 接続テスト 
           BHTデータ受信簡易サーバーを起動してから接続テストをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

無線 LAN接続 Ｍ２実行 

エラー表示 対処法 

無線 LAN接続ｴﾗｰ アクセスポイントの無線方式，ＳＳＩＤの
設定を確認 

ｻｰﾊﾞｰ IP接続ｴﾗｰ サーバーIP アドレス設定，スイッチング
バブ動作，ケーブル接続を確認 
アクセスポイントのネットワーク設定を
確認 

ｻｰﾊﾞｰ接続失敗 データベース検索簡易サーバーを起動し
て、サービスをスタートしてください。 
ＷＥＰ設定がアクセスポイントの設定と
一致しているか確認 

 

エラー表示画面 正常終了表示画面 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  接続ﾃｽﾄ 正常終了 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

設定メニュー 

無線 LAN-11b 
 
 
 
   1.サーバー設定 
   2.通信設定 
    
   4.無線状態検査 
  
 
 
 
 
     終了          実行 

3.接続テスト 

Ｍ１ Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
    無線ＬＡＮに 
    接続します 
 
 
 
 
 
     戻る     無線 11b Ｍ１ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
   ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ中 
 
 
 
 
 
 
    中断     無線 11b Ｍ１ 
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  ７－４ ＢＨＴ－９００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      １）サーバー設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    業務メニュー   ▲ 
* 1.棚卸 
  2.データ送信 
   
   
 
 
     Ver     ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ    実行 F1 F2 M2 

3.TCP通信設定 
Ｍ２実行 

設定メニュー 
   
   
   2.通信設定 
   3.接続テスト 
 
 
       終了            実行 

1.サーバー設定 

Ｍ１ Ｍ２ 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

▲ ,▼：項目移動 

   ， ：データ選択 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  確定 ：編集したデータを確定して戻ります。 

入力項目 説明 

ｻｰﾊﾞｰ IP ｱﾄﾞﾚｽ サーバーのＩＰアドレスを入力してください。 

ポート番号 サーバーで設定したポート番号を入力してください。 

データ保存 データの上書き保存または追加保存を選択してください。 

 

サーバー設定 
   
      192.168.  0.100 
ﾎﾟｰﾄ番号 
                20000 
ﾃﾞｰﾀ保存 
                 追加 
       取消            確定 

上書き 

ｻｰﾊﾞｰ IP ｱﾄﾞﾚｽ 
 

Ｍ１ Ｍ２ 
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      ２）通信設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 説明 

HT-IP ｱﾄﾞﾚｽ ＨＴのＩＰアドレスを入力してください。他のＨＴのＩＰアドレスと重

複しないネットワーク上でユニークなアドレスを設定してください。 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 使用するネットワークのサブネットマスクを入力します。 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ デフォルトゲートウェイのＩＰアドレスを入力します。ゲートウェイが

ない場合は、0.0.0.0 を設定してください。 

ﾘﾝｸ確立再送回数 ０～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ確立再送間隔 １～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放再送回数 ０～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放再送間隔 １～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放時間 ０～３２７６７（デフォルト値３０） 

 

通信設定 
   
      192.168.  0. 10 
ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 
      255,255,255,  0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ 
        0.  0.  0.  0 
       取消            確定 

HT-IP ｱﾄﾞﾚｽ 
 

Ｍ１ Ｍ２ 

通信設定 
   
                    5 
ﾘﾝｸ確立再送間隔 
                    5 
ﾘﾝｸ開放再送回数 
                    5 
       取消            確定 

ﾘﾝｸ確立再送回数 
 

Ｍ１ Ｍ２ 

通信設定 
   
                    5 
ﾘﾝｸ開放再送間隔 
                    5 
ﾘﾝｸ開放時間 
                   30 
       取消            確定 

ﾘﾝｸ開放再送回数 
 

Ｍ１ Ｍ２ 

▲ ,▼：項目移動 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  確定 ：編集したデータを確定して戻ります。 
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      ３）接続テスト 
         BHTデータ受信簡易サーバーを起動してから接続テストをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定メニュー 
   
   
   2.通信設定 
   3.接続テスト 
 
 
       終了            実行 

1.サーバー設定 

Ｍ１ Ｍ２ 

Ｍ２実行 

サーバー接続テスト 
 
  
 接続テスト 正常終了 
  
 
 
                 確認 Ｍ２ 

LAN-CU 
にｾｯﾄ 

エラー表示 対処法 

LAN-CU接続ｴﾗｰ LAN-CUの電源を確認 

ｻｰﾊﾞｰ IP接続ｴﾗｰ サーバーIPアドレスとポート番号設定，スイ
ッチングバブ動作，ケーブル接続を確認 

ｻｰﾊﾞｰ接続失敗 データベース検索簡易サーバーを起動し
て、サービスをスタートしてください。 

 

エラー表示画面 正常終了表示画面 

サーバー接続テスト 
 
  
 接続テスト 正常終了 
  
 
 
                 確認 Ｍ２ 

サーバー接続テスト 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
       戻る         LAN-CU Ｍ１ 

サーバー接続テスト 
 
 
 
   ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ中 
 
 
 
       中断         LAN-CU Ｍ１ 
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  ７－５ ＢＨＴ－１３００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      １）サーバー設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     業務メニュー  ▼ 

F1 F2 M2 

3.TCP通信設定 

 
 
  1.棚卸 
  2.データ送信 
   
   
   
   
   
   
  
  
 
 Ver   ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ   実行 

Ｍ２実行 

設定により LAN-CU， 
無線 11b，無線 11g
のいずれかを表示
します。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

▲ ,▼：項目移動 

   ， ：データ選択 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  確定 ：編集したデータを確定して戻ります。 

設定メニュー 

******* 
 
 
 
 
   2.通信設定 
   3.接続テスト 
   4.無線状態検査 
 
 
 
 
 
     終了          実行 

1.サーバー設定 

Ｍ１ Ｍ２ 

入力項目 説明 

ｻｰﾊﾞｰ IP ｱﾄﾞﾚｽ サーバーのＩＰアドレスを入力してください。 

ポート番号 サーバーで設定したポート番号を入力してください。 

データ保存 データの上書き保存または追加保存を選択してください。 

 

サーバー設定 

ｻｰﾊﾞｰ IP ｱﾄﾞﾚｽ 
 
 
      192.168.  0.100 
ﾎﾟｰﾄ番号 
                20000 
ﾃﾞｰﾀ保存 
                 追加 
 
 
 
 
 
     取消          確定 

上書き 

Ｍ１ Ｍ２ 
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      ２）通信設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 説明 

HT-IP ｱﾄﾞﾚｽ ＨＴのＩＰアドレスを入力してください。他のＨＴのＩＰアドレスと重複

しないネットワーク上でユニークなアドレスを設定してください。 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 使用するネットワークのサブネットマスクを入力します。 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ デフォルトゲートウェイのＩＰアドレスを入力します。ゲートウェイがな

い場合は、0.0.0.0 を設定してください。 

通信ﾎﾟｰﾄ選択 ＬＡＮ－ＣＵまたは無線ＬＡＮを選択します。 

 

Ｍ２次へ 

通信ﾎﾟｰﾄ選択を[LAN-CU]に設定 

した場合は LAN-CU通信設定画面へ、 

[無線 LAN]に設定した場合は 

無線 LAN通信設定画面へ移ります。 

▲ ,▼：項目移動 

   ， ：データ選択 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  次へ ：次の入力項目に移動します。 

HT-IP ｱﾄﾞﾚｽ 

通信設定  
 
        192.168.  0. 10 
ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 
      255.255.255.  0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ 
        0.  0.  0.  0 
通信ﾎﾟｰﾄ選択 
             無線 LAN 
 
 
 
     取消          次へ Ｍ１ Ｍ２ 

LAN-CU 
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         ① ＬＡＮ－ＣＵ（ＣＵ－８１１）の通信設定 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

▲ ,▼：項目移動 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  確定 ：編集中のデータを確定して保存します。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

入力項目 説明 

ﾘﾝｸ確立再送回数 ０～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ確立再送間隔 １～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放再送回数 ０～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放再送間隔 １～３２７６７（デフォルト値 ５） 

ﾘﾝｸ開放時間 ０～３２７６７（デフォルト値３０） 

 

ﾘﾝｸ確立再送回数 

LAN-CU通信設定  
 
                    5 
ﾘﾝｸ確立再送間隔 
                    5 
ﾘﾝｸ開放再送回数 
                          5 
ﾘﾝｸ開放再送間隔 
                    5 
ﾘﾝｸ開放時間 
                   30 
 
     取消        確定 Ｍ１ Ｍ２ 
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         ② 無線ＬＡＮの通信設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

入力項目 説明 

無線方式 使用する無線通信方式を、802.11ｂ,11b/ｇ,11b/g/n,11a,11a/n から選択します。 

ＳＳＩＤ ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄと同じ SSIDを設定してください。（英数字２０文字） 

使用する WEP ｷｰ ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄと同じ WEP ｷｰになるように WEP ｷｰ 1～WEP ｷｰ 4から選択してください 

WEP ｷｰ 1 ～ 

WEP ｷｰ 4  

６４ｂｉｔの場合は、暗号化キーを数字１０文字を設定してください。 

１２８ｂｉｔの場合は、暗号化キーを数字２６文字を設定してください。 

設定されている WEP ｷｰを変更する場合のみ入力してください。 

設定済み WEP ｷｰは表示しませんので注意してください。 

アクセスポイントのＷＥＰキーは１６進数で設定してください。 

アクセスポイントのＷＥＰキーと一致しないとＬＡＮに接続しませんので注意してください！！。 

省電力ﾓｰﾄﾞ 省電力ﾓｰﾄの ON/OFF を選択します。 

 

▲ ,▼：項目移動 

 Ｍ１  取消 ：編集中のデータを取り消して戻ります。 

 Ｍ２  確定 ：編集中のデータを確定して保存します。 

入力項目の背景色 
が緑になります。 

WEP ｷｰ* 64bit 

WEP ｷｰ* 128bit 

ＷＥＰキー ６４ｂｉｔ／１２８ｂｉｔの選択 
ＷＥＰキー項目を選択して、 
     ：                      を表示して 
        ＷＥＰキー６４ｂｉｔの入力になります。 
     ：                      を表示して 
        ＷＥＰキー１２８ｂｉｔの入力になります。 

WEP ｷｰ 1 64bit 

無線 LAN通信設定  
 
･･････････ 
WEP ｷｰ 2 128bit 
******************** 
WEP ｷｰ 3 64bit 
           ********** 
WEP ｷｰ 4 128bit 
 ******************** 
省電力ﾓｰﾄﾞ 
                 OFF 
 
     取消          確定 Ｍ１ Ｍ２ 

 ON 

無線方式 

無線 LAN通信設定  
 
                  
SSID 
               ASSIST 
使用する WEP ｷｰ 
        ｷｰ 2 ｷｰ 3 ｷｰ 4 
WEP ｷｰ 1 64bit 
           ********** 
WEP ｷｰ 2 128bit 
******************** 
 
     取消          確定 Ｍ１ Ｍ２ 

 802.11b 

ｷｰ 1 
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      ３）接続テスト 
 
        ① ＬＡＮ－ＣＵにおける接続テスト 
           BHTデータ受信簡易サーバーを起動してから接続テストをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ２実行 
LAN-CU 
にｾｯﾄ 

ﾃｽﾄ開始 

エラー表示 対処法 

LAN-CU接続ｴﾗｰ LAN-CUの電源を確認 

ｻｰﾊﾞｰ IP接続ｴﾗｰ サーバーIPアドレスとポート番号設定，スイ
ッチングバブ動作，ケーブル接続を確認 

ｻｰﾊﾞｰ接続失敗 データベース検索簡易サーバーを起動し
て、サービスをスタートしてください。 

 

エラー表示画面 正常終了表示画面 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  接続ﾃｽﾄ 正常終了 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

LAN-CU 

設定メニュー  
 
 
   1.サーバー設定 
   2.通信設定 
    
  

 
 
 
 
 
     終了          実行 

3.接続テスト 

Ｍ１ Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
 
 
 
     戻る       LAN-CU Ｍ１ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
   ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ中 
 
 
 
 
 
 
    中断        LANCU Ｍ１ 



 

 

54  

 ④  無線ＬＡＮにおける接続テスト 
 
        ■ 無線状態検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示項目 説明 

ＳＳＩＤ 無線状態を検査するＳＳＩＤを先頭

から１６文字表示します。 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ MAC

ｱﾄﾞﾚｽ 

相手のアクセスポイントのＭＡＣア

ドレスを表示します。 

受信信号強度 ０～１００ 

通信品質 通信品質を「＊」の数で表示します。

最高の表示が「■■■■」です。 

 

Ｍ２実行 

通信可能なｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄがない場合 

対処法 
・無線方式がアクセスポイントと一致しているか確認してください。 
・ＳＳＩＤの設定がアクセスポイントと一致しているか確認してください。 
・アクセスポイントの設置場所を変更してみてください。 

無線状態検査 

無線 LAN-11b 
 
 
 
SSID 
               ASSIST 
AP-MAC ｱﾄﾞﾚｽ 
         ABCDEFGHIJKL 
受信信号強度      100 
通信品質   [■■■■] 
 
 
 
                 終了 Ｍ２ 

無線状態検査 

無線 LAN-11b 
 
 
 
 
 
 
 通信可能なｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 
 がありません 
 
   
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

設定メニュー 

無線 LAN-11b 
 
 
 
   1.サーバー設定 
   2.通信設定 
   3.接続テスト 
  
 
 
 
 
 
     終了          実行 

4.無線状態検査 

Ｍ１ Ｍ２ 
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         ■ 接続テスト 
           BHTデータ受信簡易サーバーを起動してから接続テストをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

無線 LAN接続 Ｍ２実行 

エラー表示 対処法 

無線 LAN接続ｴﾗｰ アクセスポイントの無線方式，ＳＳＩＤの
設定を確認 

ｻｰﾊﾞｰ IP接続ｴﾗｰ サーバーIP アドレス設定，スイッチング
バブ動作，ケーブル接続を確認 
アクセスポイントのネットワーク設定を
確認 

ｻｰﾊﾞｰ接続失敗 データベース検索簡易サーバーを起動し
て、サービスをスタートしてください。 
ＷＥＰ設定がアクセスポイントの設定と
一致しているか確認 

 

エラー表示画面 正常終了表示画面 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  接続ﾃｽﾄ 正常終了 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
  ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

設定メニュー 

無線 LAN-11b 
 
 
 
   1.サーバー設定 
   2.通信設定 
    
   4.無線状態検査 
  
 
 
 
 
     終了          実行 

3.接続テスト 

Ｍ１ Ｍ２ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
    無線ＬＡＮに 
    接続します 
 
 
 
 
 
     戻る     無線 11b Ｍ１ 

ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ  
 
 
 
 
   ｻｰﾊﾞｰ接続ﾃｽﾄ中 
 
 
 
 
 
 
    中断     無線 11b Ｍ１ 
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 ８ 通信操作 
    業務メニューからの「未送信データ全送信」と処理メニューからの「３．送信」で BHT ﾃﾞｰﾀ受信簡易ｻｰﾊﾞｰにデータ送信します。 
  サブメニューの「4.業務設定受信」，「5.業務設定送信」，「8.ファイル受信」，「9.リモート受信」には対応していません。 
 

  ８－１ ＢＨＴ－５００ 

  １）未送信データ全送信 

      業務メニュー画面において［Ｆ２］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LAN-CU 
にｾｯﾄ 確認 送信終了 

業務ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ方式が 
「追加」の場合 

Ｍ２送信 

送信完了後のデータ消去で 
「確認画面表示」を設定した場合 

 業務メニュー ▼ 

F1 F2 M2 

1.棚卸 ▶
▶  

 
 
 
> 2.データ送信 
  3.TCP通信設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Ver   送    実行 

未送信ﾃﾞｰﾀ全送信 

M1 M2 

 
 
 
 
 
ファイル送信 
完了後データを 
消去しますか？ 
 
 
 
 
 
  はい     いいえ 

未送信ﾃﾞｰﾀ全送信  
 
 
 
 
未送信データを 
すべて送信 

しますか？ 
 
 
 
 
 
     取消     送信 Ｍ１ Ｍ２ 

データ追加 
未送信ﾃﾞｰﾀ全送信  
 
 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 ｾｯﾄしてください 
 
 
 
 
 
    戻る  LAN-CU Ｍ１ 

データ追加 
未送信ﾃﾞｰﾀ全送信  
 
 
 
  送信中 
  
    *** 
 
 
 
 
 
     中断  LAN-CU Ｍ１ 

データ追加 
未送信ﾃﾞｰﾀ全送信  
 
 
 
 
未送信ﾃﾞｰﾀすべて 
送信しました 
 
 
 
 
 
            確認 Ｍ２ 

Ｆ２ 
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    ●送信失敗ファイルがある場合の表示画面                         ●すべてのファイルを送信失敗した場合の表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２）処理メニューの「３．送信」 

      処理メニュー画面において「３．送信」を選択して［ＥＮＴ］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ送信を失敗すると 
そこで送信を中断し、 

それ以降のファイルは 
送信しません。 
 

LAN-CU 
にｾｯﾄ 送信終了 

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ方式が 
「上書き」の場合 

Ｍ２実行 

データ追加 
未送信ﾃﾞｰﾀ全送信  
 
 
 
    送信終了 
 
送信完了ﾌｧｲﾙ 
            2 個 
送信失敗ﾌｧｲﾙ 
            2 個 
 
 
             確認 Ｍ２ 

データ追加 
未送信ﾃﾞｰﾀ全送信  
 
 
 
    送信失敗 
  
 
 
 
 
 
 
             確認 Ｍ２ 

棚卸ﾒﾆｭｰ  
 
    １.入力 
    ２.訂正 
    
 
 
未送信ﾃﾞｰﾀ件数 

1,000 件 
入力可能ﾃﾞｰﾀ件数 
      204,464 件 
 
    戻る     実行 Ｍ１ Ｍ２ 

３.送信 

データ上書き 
棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  

 
 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 ｾｯﾄしてください 
 
 
 
 
 
    戻る  LAN-CU Ｍ１ 

データ上書き 
棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  

 
 
 
     送信中 
  
    *** 
 
 
 
 
 
    中断  LAN-CU Ｍ１ 
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    ●送信完了後のデータ消去に「消去する」または「消去しない」を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ●送信完了後のデータ消去に「確認画面表示」を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処理ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

処理ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

Ｍ２確認 

Ｍ２消去 Ｍ２確認 

データ上書き 
棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  

 
 
 
    送信終了 
  
 
 
 
 
 
 
             確認 Ｍ２ 

データ上書き 
棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  

 
 
 
    送信終了 
 
 送信済データを 
 消去しますか？ 
 
 
 
 
    取消     消去 Ｍ１ Ｍ２ 

データ上書き 
棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  

 
 
 
 
 棚卸の 
 送信済データを 
 消去しました 
 
 
 
 
 
             確認 Ｍ２ 
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    ●通信エラー発生表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバーからの応答データに 
エラーが発生した場合 ■「＊＊＊＊＊＊」の表示 

  データ送信の場合 

 

  未送信データ全送信の場合 

 

 

■ 「＃＃＃＃＃＃」の表示 

データ上書きの場合 

 

  データ追加の場合 

 

ＨＴのサーバーへの接続数が 
５を超えた場合 

サーバーへのコマンド送信に 
失敗した場合 

データ送信に失敗した場合 

サーバー接続に失敗した場合 

[業務名］+ﾃﾞｰﾀ送信 

データ上書き 

未送信ﾃﾞｰﾀ全送信 

データ追加 

＃＃＃＃＃＃ 
＊＊＊＊＊＊  

 
 
 
 
 データ送信失敗 
 
 
 
 
 
 
             確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 
＊＊＊＊＊＊  

 
 
 
 
   応答エラー 
 
 
 
 
 
 
             確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 
＊＊＊＊＊＊  

 
 
 
 
コマンド送信失敗 
 
 
 
 
 
 
             確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 
＊＊＊＊＊＊  

 
 
 
 
 接続数オーバー 
 
 
 
 
 
 
             確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 
＊＊＊＊＊＊  

 
 
 
 
ｻｰﾊﾞｰ接続に失敗 
 
 
 
 
 
 
             確認 Ｍ２ 
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  ８－２ ＢＨＴ－６００ 

  １）未送信データ全送信 

      業務メニュー画面において［Ｆ４］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信完了後のデータ消去で 
「確認画面表示」を設定した場合 

LAN-CU 
にｾｯﾄ 確認 送信終了 

業務ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ方式 
が「追加」の 
場合 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
 
未送信データを 
すべて送信しますか？ 
 
 
 
 
 
      取消        送信 □ ○ 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
 
ファイル送信完了後 
ﾃﾞｰﾀを消去しますか？ 
  
 
 
 
 
     はい       いいえ □ ○ 

 ○ 送信 

 
 
  1.ＡＡＡＡＡ 
> 2.データ送信 
  3.TCP通信設定 
   
   
   
   
   
  
  
 
 Ver   ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ   実行 

     業務メニュー  ▼ 

F1 F2 ○ 

1.棚卸 ▶
▶  

Ｆ４ 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
 
 
 
     戻る      LAN-CU Ｍ１ 

データ追加 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信 

データ追加 
 
 
 
 
    送信中 
  
    *** 
 
 
 
 
 
     中断      LAN-CU Ｍ１ 

データ追加 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
 
  未送信ﾃﾞｰﾀすべて 
  送信しました 
 
 
 
 
 
                確認 Ｍ２ 
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    ●送信失敗ファイルがある場合の表示画面                         ●すべてのファイルを送信失敗した場合の表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２）処理メニューの「３．送信」 

      処理メニュー画面において「３．送信」を選択して［ＥＮＴ］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 実行 

データ送信を失敗すると 

そこで送信を中断し、 
それ以降のファイルは 
送信しません。 
 

LAN-CU 
にｾｯﾄ 送信終了 

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ方式 
が「上書き」 
の場合 

棚卸ﾒﾆｭｰ 

□ ○ 

３.送信 

 
 
      １.入力 
      ２.訂正 
      
 
 
 
 
未送信ﾃﾞｰﾀ件数 

  1,000 件 
 
      戻る        実行 

データ追加 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
      送信終了 
  
送信完了ﾌｧｲﾙ     2 個 
送信失敗ﾌｧｲﾙ     2 個 
 
 
 
 
                確認 Ｍ２ 

データ追加 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
      送信失敗 
  
 
 
 
 
 
 
                確認 Ｍ２ 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信 

データ上書き 
 
 
 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
 
 
 
     戻る      LAN-CU Ｍ１ 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
       送信中 
  
    *** 
 
 
 
 
 
     中断      LAN-CU Ｍ１ 
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    ●送信完了後のデータ消去に「消去する」または「消去しない」を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ●送信完了後のデータ消去に「確認画面表示」を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認 
処理ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

消去 
処理ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

確認 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信 

□ ○ 

 
 
 
 
      送信終了 
 
   送信済データを 
   消去しますか？ 
 
 
 
 
    取消     消去 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
 
   棚卸の 
   送信済データを 
   消去しました 
 
 
 
 
 
                確認 Ｍ２ 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
      送信終了 
  
 
 
 
 
 
 
                確認 Ｍ２ 
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    ●通信エラー発生表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「＊＊＊＊＊＊」の表示 

  データ送信の場合 

 

  未送信データ全送信の場合 

 

 

■ 「＃＃＃＃＃＃」の表示 

データ上書きの場合 

 

  データ追加の場合 

 

ＨＴのサーバーへの接続数が 
５を超えた場合 

サーバーへのコマンド送信に 
失敗した場合 

サーバーからの応答データに 
エラーが発生した場合 データ送信に失敗した場合 

サーバー接続に失敗した場合 

［業務名］+ﾃﾞｰﾀ送信 

データ上書き 

未送信ﾃﾞｰﾀ全送信 

データ追加 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
  ｻｰﾊﾞｰ接続に失敗 
 
 
 
 
 
 
                確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
   接続数オーバー 
 
 
 
 
 
 
                確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
  コマンド送信失敗 
 
 
 
 
 
 
                確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
     応答エラー 
 
 
 
 
 
 
                確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
   データ送信失敗 
 
 
 
 
 
 
                確認 Ｍ２ 



 

 

64  

 
  ８－３ ＢＨＴ－８００ 

  １）未送信データ全送信 

      業務メニュー画面において［左トリガ］キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信完了後のデータ消去で 
「確認画面表示」を設定した場合 

LAN-CU 
にｾｯﾄ 確認 送信終了 

業務ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ方式 
が「追加」の 
場合 

Ｍ２送信 

     業務メニュー  ▼ 

F1 F2 M2 

1.棚卸 ▶
▶  

 
 
  1.ＡＡＡＡＡ 
> 2.データ送信 
  3.TCP通信設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Ver   ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ   実行 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
 
ファイル送信完了後 
ﾃﾞｰﾀを消去しますか？ 
  
 
 
 
 
     はい       いいえ Ｍ１ Ｍ２ 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信 

データ追加 
 
 
 
 
 
  未送信ﾃﾞｰﾀすべて 
  送信しました 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
 
未送信データを 
すべて送信しますか？ 
 
 
 
 
 
     取消         送信 Ｍ１ Ｍ２ 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信 

データ追加 
 
 
 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
 
 
 
     戻る       LAN-CU Ｍ１ 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信 

データ追加 
 
 
 
 
    送信中 
  
    *** 
 
 
 
 
 
     中断       LAN-CU Ｍ１ 

左トリガ 
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    ●送信失敗ファイルがある場合の表示画面                         ●すべてのファイルを送信失敗した場合の表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２）処理メニューの「３．送信」 

      処理メニュー画面において「３．送信」を選択して［ＥＮＴ］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ送信を失敗すると 

そこで送信を中断し、 
それ以降のファイルは 
送信しません。 
 

LAN-CU 
にｾｯﾄ 送信終了 

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ方式 
が「上書き」 
の場合 

データ追加 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
      送信終了 
  
送信完了ﾌｧｲﾙ     2 個 
送信失敗ﾌｧｲﾙ     2 個 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

データ追加 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
      送信失敗 
  
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

Ｍ２実行 

棚卸ﾒﾆｭｰ  
 
      １.入力 
      ２.訂正 
      
 
 
 
 
未送信ﾃﾞｰﾀ件数 

  1,000 件 
 
    戻る         実行 Ｍ１ Ｍ２ 

３.送信 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
 
 
 
    戻る       LAN-CU Ｍ１ 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
       送信中 
  
    *** 
 
 
 
 
 
     中断       LAN-CU Ｍ１ 
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    ●送信完了後のデータ消去に「消去する」または「消去しない」を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ●送信完了後のデータ消去に「確認画面表示」を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処理ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

処理ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
      送信終了 
  
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
 
   棚卸の 
   送信済データを 
   消去しました 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

Ｍ２確認 

Ｍ２消去 Ｍ２確認 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
      送信終了 
 
   送信済データを 
   消去しますか？ 
 
 
 
 
    取消      消去 Ｍ１ Ｍ２ 
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    ●通信エラー発生表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

サーバーからの応答データに 
エラーが発生した場合 

■「＊＊＊＊＊＊」の表示 

  データ送信の場合 

 

  未送信データ全送信の場合 

 

 

■ 「＃＃＃＃＃＃」の表示 

データ上書きの場合 

 

  データ追加の場合 

 

ＨＴのサーバーへの接続数が 
５を超えた場合 

サーバーへのコマンド送信に 
失敗した場合 

データ送信に失敗した場合 

サーバー接続に失敗した場合 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
  ｻｰﾊﾞｰ接続に失敗 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
   接続数オーバー 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
     応答エラー 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
   データ送信失敗 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

［業務名］+ﾃﾞｰﾀ送信 

データ上書き 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
  コマンド送信失敗 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

未送信ﾃﾞｰﾀ全送信 

データ追加 
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  ８－４ ＢＨＴ－９００ 

  １）未送信データ全送信 

      業務メニュー画面において［左トリガ］キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ●送信失敗ファイルがある場合の表示画面                         ●すべてのファイルを送信失敗した場合の表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

未送信データ全送信 
     データ追加 
 
       送信中 
    *** 
 
 
       中断         LAN-CU Ｍ１ 

送信完了後のデータ消去で 
「確認画面表示」を設定した場合 

Ｍ２送信 

LAN-CU 
にｾｯﾄ 

送信終了 

データ送信を失敗すると 
そこで送信を中断し、 

それ以降のファイルは 
送信しません。 

 

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ方式が 
「追加」の場合 

    業務メニュー   ▲ 
*  
  2.データ送信 
  3.TCP通信設定 
   
 
 
     Ver     ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ    実行 F1 F2 M2 

1.棚卸 

未送信データ全送信 
 
  
      送信失敗 
  
 
 
                 確認 Ｍ２ 

未送信データ全送信 
     データ追加 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
       戻る         LAN-CU Ｍ１ 

未送信データ全送信 
   
   
 未送信データを 
 すべて送信しますか？ 
 
 
       取消            送信 Ｍ１ Ｍ２ 

未送信データ全送信 
   
   
 ファイル送信完了後 
 ﾃﾞｰﾀを消去しますか？ 
 
 
       はい         いいえ Ｍ１ Ｍ２ 

未送信データ全送信 
     データ追加 
 
 
 未送信データすべて 
 送信しました 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

未送信データ全送信 
     データ追加 
 
      送信終了 
 
 送信完了ﾌｧｲﾙ    2 個 
 送信失敗ﾌｧｲﾙ    2 個 
                 確認 Ｍ２ 

左トリガ 
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  ２）処理メニューの「３．送信」 

      処理メニュー画面において「３．送信」を選択して［ＥＮＴ］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ●送信完了後のデータ消去に「消去する」または「消去しない」を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ●送信完了後のデータ消去に「確認画面表示」を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

LAN-CU 
にｾｯﾄ 

送信終了 

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ方式が 
「上書き」の場合 

処理ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

Ｍ２確認 Ｍ２消去 

Ｍ２確認 

処理ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信 
    データ上書き 
 
 
      送信終了 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信 
    データ上書き 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
       戻る         LAN-CU Ｍ１ 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信 
    データ上書き 
 
       送信中 
    *** 
 
 
       中断         LAN-CU Ｍ１ 

棚卸ﾒﾆｭｰ 
 
      １.入力 
      ２.訂正 
       
 
 
未送信ﾃﾞｰﾀ 999,999 件 

       戻る            実行 Ｍ１ Ｍ２ 

３.送信 

Ｍ２実行 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信 
    データ上書き 
 
      送信終了 
 
   送信済データを 
  消去しますか？ 
                 確認 Ｍ２ 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信 
 
 
  棚卸の 
  送信済みデータを 
  消去しました 
 
 
                 確認 Ｍ２ 
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    ●通信エラー発生表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＨＴのサーバーへの接続数が 
５を超えた場合 

サーバーからの応答データに 
エラーが発生した場合 

サーバー接続に失敗した場合 

■「＊＊＊＊＊＊」の表示 

 ・データ受信の場合：         「業務名」+ﾃﾞｰﾀ送信 

・ 未送信データ全送信の場合： 未送信データ全送信 

 

 

サーバーへのコマンド送信に 
失敗した場合 

データ送信に失敗した場合 

＊＊＊＊＊＊ 
 
 
 サーバー接続に失敗 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

＊＊＊＊＊＊ 
 
 
   接続数オーバー 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

＊＊＊＊＊＊ 
 
 
  コマンド送信失敗 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

＊＊＊＊＊＊ 
 
 
     応答エラー 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

＊＊＊＊＊＊ 
 
 
   データ送信失敗 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 
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  ８－５ ＢＨＴ－１３００ 

  １）未送信データ全送信 

      業務メニュー画面において［左トリガ］キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信完了後のデータ消去で 
「確認画面表示」を設定した場合 

LAN-CU 
にｾｯﾄ 確認 送信終了 

業務ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ方式 
が「追加」の 
場合 

Ｍ２送信 

     業務メニュー  ▼ 

F1 F2 M2 

1.棚卸 ▶
▶  

 
 
  1.ＡＡＡＡＡ 
> 2.データ送信 
  3.TCP通信設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Ver   ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ   実行 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
 
ファイル送信完了後 
ﾃﾞｰﾀを消去しますか？ 
  
 
 
 
 
     はい       いいえ Ｍ１ Ｍ２ 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信 

データ追加 
 
 
 
 
 
  未送信ﾃﾞｰﾀすべて 
  送信しました 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
 
未送信データを 
すべて送信しますか？ 
 
 
 
 
 
     取消         送信 Ｍ１ Ｍ２ 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信 

データ追加 
 
 
 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
 
 
 
     戻る       LAN-CU Ｍ１ 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信 

データ追加 
 
 
 
 
    送信中 
  
    *** 
 
 
 
 
 
     中断       LAN-CU Ｍ１ 

左トリガ 
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    ●送信失敗ファイルがある場合の表示画面                         ●すべてのファイルを送信失敗した場合の表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２）処理メニューの「３．送信」 

      処理メニュー画面において「３．送信」を選択して［ＥＮＴ］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ送信を失敗すると 

そこで送信を中断し、 
それ以降のファイルは 
送信しません。 
 

LAN-CU 
にｾｯﾄ 送信終了 

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ方式 
が「上書き」 
の場合 

データ追加 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
      送信終了 
  
送信完了ﾌｧｲﾙ     2 個 
送信失敗ﾌｧｲﾙ     2 個 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

データ追加 

未送信ﾃﾞｰﾀの全送信  
 
 
 
      送信失敗 
  
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

Ｍ２実行 

棚卸ﾒﾆｭｰ  
 
      １.入力 
      ２.訂正 
      
 
 
 
 
未送信ﾃﾞｰﾀ件数 

  1,000 件 
 
    戻る         実行 Ｍ１ Ｍ２ 

３.送信 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
 
 ＬＡＮ－ＣＵに 
 セットしてください 
 
 
 
 
 
    戻る       LAN-CU Ｍ１ 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
       送信中 
  
    *** 
 
 
 
 
 
     中断       LAN-CU Ｍ１ 
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    ●送信完了後のデータ消去に「消去する」または「消去しない」を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ●送信完了後のデータ消去に「確認画面表示」を設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処理ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

処理ﾒﾆｭｰに 
戻ります 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
      送信終了 
  
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
 
   棚卸の 
   送信済データを 
   消去しました 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

Ｍ２確認 

Ｍ２消去 Ｍ２確認 

データ上書き 

棚卸ﾃﾞｰﾀ送信  
 
 
 
      送信終了 
 
   送信済データを 
   消去しますか？ 
 
 
 
 
    取消      消去 Ｍ１ Ｍ２ 
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    ●通信エラー発生表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバーからの応答データに 
エラーが発生した場合 

■「＊＊＊＊＊＊」の表示 

  データ送信の場合 

 

  未送信データ全送信の場合 

 

 

■ 「＃＃＃＃＃＃」の表示 

データ上書きの場合 

 

  データ追加の場合 

 

ＨＴのサーバーへの接続数が 
５を超えた場合 

サーバーへのコマンド送信に 
失敗した場合 

データ送信に失敗した場合 

サーバー接続に失敗した場合 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
  ｻｰﾊﾞｰ接続に失敗 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
   接続数オーバー 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
     応答エラー 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
   データ送信失敗 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

［業務名］+ﾃﾞｰﾀ送信 

データ上書き 

＃＃＃＃＃＃ 

＊＊＊＊＊＊  
 
 
 
  
  コマンド送信失敗 
 
 
 
 
 
 
                 確認 Ｍ２ 

未送信ﾃﾞｰﾀ全送信 

データ追加 


